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21哲 紀の図書館

主な内容:21世 紀に図書館は どうなるか?、 書評 『ケア学

新着図書紹介、電子ジャーナル にっいて

越 境 す る ケア へ』、エ ッセ イ 「私 と本 」、

21世 紀に図書館はどうなるか?

いよいよ21世 紀 になって しまった。 どれほ ど

の変化 があ るか と期待 していた新世紀だが、い ざ

な ってみれば当た り前の ことだがそれは20世 紀

の続 きであ った。

しか し、あ と100年 もすれば間違い無 く私たち

の生活は劇 的な変化 を遂げているだろ う。その時、

図書館は どうなっているだ ろうか?今 回の原稿 を

書 くにあた り『図書館雑誌』を大いに参考 に した。

以下 の文章はそこに書かれてあ ることを含め、私

な りに新世紀の図書館の在 り方について まとめた

ものであ る。

図書館界は20世 紀にコンピュータ化の波 に襲

われて今は電子化の波 に襲われている。資料をデ

ジタル化す るこ との利点は、検索機能が向上する

ことであ り、 自分の見やすい状態 に変換で きるこ

とであ り、貴重書や絶版本 を気軽 に公開で きるこ

とであ ろう。つ ま り、今まで印刷 物では出来なか

ったこ とが出来 るようにな るとい うこ とである。

このまま行けば21世 紀には紙の本が無 くな るの

ではないか とい う意見があ る。 しか し、印刷物の

歴史は500年 に も及び、人類の文明が始 まって以

来蓄積 された英知のほとん どは、依然 と して印刷

された 「本」の 中にあるか ら、まだ始 まったばか

りの電子出版のために紙の本が無 くなるとい うよ

うなことは無い、 とい う意見 もある。ただ電子資

料は今後着実 に増 えてい くだろう し、本を読む こ

とと同 じ感 覚で電 子資料 を見 るこ とがで きる道具

も開発 されるだ ろう。

20世 紀 か らの続 きとして さらに発展 してい く

のは “イ ンターネ ッ ト”であろう。イ ンターネ ッ

トの功績 は大 きい。図書館サー ビス をする上で障

害であ った距離や情報入手速度の問題をク リア し

て くれた。 それ も図書館の規模 に関わ らずインタ
ーネッ トに接続 している館 すべて平等に、である。

大学図書館 を例に挙 げるな らば、図書館間 の格差

(蔵書数、サー ビス内容等)が そ こに所属 する研

参考文献:

司 書 吉 原 貴 子

究者の研究 に影響 を与 えていた現状 を打破 す るも

のとなった。そ う して距離や所蔵、蔵書量 な どの

物理的問題の無いインターネッ トの世界 は、 大容

量の情報 を私たちの前 に提示 し、検索できる便利

な状況をつ くって くれ た。 しか しその状況 を真 に

自分のため に活か してい くためには、自分 が今何

を探 してい るのかを充分に分かっていなけれ ばな

らないのであ り、 目の前にある情報 を比較 し判 断

する力が無 くてはな らないのであ る。巷では “IT”

の2文 字がもてはや されている。だが、技術 だけ

が進めばそれでいいのではない。あ くまで それ を

使 うのは人である。技術が高度化 したか らとい っ

て人閤が高度になるわけではない。21世 紀 はます

ます情報が氾濫 し、便利な環境 にな りなが らも自

分に問いかけなが ら忙 しく情報の取捨選択 を繰 返

してい く時代 とな るのだろ う。

21世 紀は高齢社会 で もある。その主役で ある

60歳 以上の人 々は環境が便利 になればなるほ ど、

情報が氾濫すればするほ ど今 まで以上に高度 な知

識 ・技術 を求めて図書館 を訪れるであろ う。 そ う

なれば一つの図書館が特定 の利用者の要求 に応 え

て い くこ とは ます ます 困難 にな る。「大学 」 「公

共」などの館種を問わず “誰にで も”サー ビス し

てい く"開 かれた"図 書館 とな らざるを得 な くな

るだろう。 も しくは個々の専門性 を重視 し、役 割

分担 を行い、その上で図書館問がネ ッ トワー ク化

され、 どこに何 があ るかが利用者 にとって分 か り

やす くな り、情報提供 もして もらいやす くな って

いかなければな らないだろ う。

21世 紀 の図書館 は、本 や雑誌や新 聞 やCD-

ROMな どを備 え、世界 につながるインター ネ ッ

トも用い、一つの情報を複数のメデ ィアで相対 的

に比較で きる最大の空間 としての意義 をよ り開 か

れた分か りやすい状態で人々に提示 していか なけ

ればな らない と思 う。

1『 図書館雑誌』95(2)特 集:私 が考える21世 紀の図書館

2『 図書館雑誌』95(1)座 談会21世 紀 一これか らの図書館の役 割(前 編)



連載企画1、 書評

『ケ ア学 越 境す るケア へ』 広井良典著

看護 ケア,ケ アマネー ジャー,ケ アワーカー,

ケアハ ウス ・・等"ケ ア"の つ く言葉があふ れて

いる昨今,聞 き慣れない 「ケア学」 とい うタイ ト

ルに出会 った.著 者は,「 ケア学」 について,『 必

然的 にマー ジナル(境 界的)な 学問にな らざるを

えない.専 門分化やタテ ワ リ性が進んだ現在の学

問体系では,ケ ア学は見 えて こない.「ケア とい う

ことについての全体的な探求」 というものを考え

てい くために学問分野や制度の 「垣根 」を超えて

い く必要がある』 と述べている.

まず,ケ ア とは何か,そ して,ケ ア学の必要性

について述べ られてい る。rそ の人の言 うことを

「聴 く」こと,「ただそばにいること」にもっ とも

深い本質があ る … 「ケア」とは,そ の人に 「時

間をあげる」 ことである.・ ・』『ケア提供者 自身

が,力 を与 えられ た り,充 足感や統合感を得 ると

い うことを経験 している.人 間にはケア したい欲

求がある.人 間は 「ケアする動物」である.』

そ して,も ともと家族や共同体の内部で行われ

ていた 「ケア」が外部化 され,職 業,制 度 となっ

てい った とい う.こ の外部化された 「ケア」にっ

医学書院2000年(図 書館所蔵予定)

助 教 授 小林 優 子

いて,い くつかの焦点からの考察へ と続 いている.

医療保険と公衆衛生の統合,人 間の三世代モデル,

コ ミュニテ ィと社会保障,タ ー ミナルケアへの視

点な ど,現 在の 日本 における医療やケアに関する

問題 提起がなされてお り,興 味深い内容である.

さらに,医 療 ・福祉職 種の役割分担 については,

欧米諸国の動向を紹介 しなが らわが国の問題点 を

探 っている.こ こでは医師 に対する看護職の独立

性 を高める必要性について論 じてい る.こ のほか,

医療保険 と介護保険の関係,ケ アと経済社会 につ

いて も論 じられている.

哲学的な考察あ り,医 療技術論や科学史的議論

あ り,社 会保障や医療経済な どの政策 に関する考

察あ りの幅広い,ま さに “マー ジナル”な著書で

あ る.読 む前は,「 ケア」とは 「看護学」の一部分

であると考 えていたが,読 んでみて 「ケア学」 の

広 さに驚いた。方法や知識,技 術 の 「ケア」では

な く,深 く広い 「ケア学」 について考えることは

有意義なことであろう.現 在の 「ケア」 に関する

問題 を知 り,看 護職 としての課題は何 かを考える

上で もおすすめの一冊である.

連載企画2.エ ッセ イ

私 と 本

本 を読 む とい う事

助 手 垣 内志 保

生活の中で、私たちは色々な事を"読 む"と いう機会 が多い と思います。その媒体の一つである本 を

読む とい う事は、人間 として生 きてい く以上、 必ず誰 もが体験 する事であると思い ます。そ こには色々

な種類の本 があ りますが、どれを読んでも新 しい発見や楽 しみがあ ると思い ます。私 は、そんな本が大

好 きです。

物心がついた時には、もう既 に私の まわ りには本があ りま した。その中で も特 に好

きなのは、物語である とか、昔の文明や遺跡について書かれているものが多かった

ような気が します。そ してそこか ら、色々な事 が知 りたいとい う欲求も起 こ りま し

た。だか ら、また本 を読む、読み たい とい う気持ちが出て くるのではないで しょう

か。今は、本 当に色 々な本 があ りますが、「私 は本が苦手だか ら。」と思わずに、何 で

も構いません、興味のある本か ら読 んでいってみませんか。



小説のおもしろさ

今 日では、若年者の読書離れが叫ばれています。

何故、 こんなに も読 まれな くなったので しよう。
一番の原因は、やは りゲームの普及だ と思 います。

確か にゲームもお も しろい し、僕 もよ くします。

しか し、それ とおな じくらい小説 を読むこ とは、

お も しろい と思い ます。読 まない 人はたいてい、

小説って字ば っか りで読む と疲 れる し、時間がか

か ってめんど くさい と言いますが、僕 はそうは思

わない し、 たとえそ う思った として も、 それにも

ま して楽 しめ た り感動 した りできるか ら、読書は

する価値があ るのだ と思います。 じゃあ、そこま

でい うな ら、一冊 でもいいか ら読んでみ ようかな

と思 った人は、 これか ら紹介する本 をよかった ら

読 んでみて くだ さい。題 名は、グ リー ンマイル と

い う作品です。 これは、アメ リカの作家、 ステ ィ
ー ブ ・キ ングが書いた作品ですが、映画にもなっ

000104山 暗 雅 寛

た作品なので、 きっ と見た人もいる と思います。

ですが、小説の方は一味違 うので、そ ういう人で

も楽 しめる と思い ます。時 は1932年 、舞台 はア

メ リカ南部のコール ド ・マウンテ ン刑務所の死 刑

囚舎房、そ して、 この刑務所で今 まで75回 の死

刑の指揮 をとって きた看守主任、ポール ・エ ヅジ

コムがこの物語 の主人公です。32年 の秋 に一人の

黒人死刑囚、ジ ョン ・コー プイが この舎房 にや っ

て きたことで、この物語の歯車は動 き始め ますが、

その後どうなるかは、読んでみてか らとい うこ と

で。最後

はきっと

泣けると

思います。

当時、図書なのに毎月刊行 される という

ことで話題 にな った、

『グ リー ンマイル』(新 潮文庫)全6巻

は図書館 で所蔵 しています。

[請求記号933.7-Ki43－1～6]

新暑図書紹分

『看護のための最新医学講座』 監修:日 野原重明,井 村 裕夫

新 しくシ リーズで発行 され る医学系図書を、順 次所蔵することにな りま した。現在 「循環器疾 患」,
「腎疾 患 と高血圧」,「痴呆」がすでに所蔵 されています。

本書 の特徴は、西洋医学のほかに、伝統 的な東 洋医学やaltern&tivemedicine(代 替医療)、 イ ンフ

ォーム ドコンセン トを含む医療人間学、evi"ence-basedm.edicineandnursing(根 拠 に基 づいた医学

と看護)に もふれ られているというところです。ペー ジを開いてみると、 フルカ ラー印刷で、イ ラス

トが豊 富に掲載 されてい ます。また、欄外 には専門用語や大切なポイン トがまとまってお り、コラム

欄 には逸話やまめ知識などが書かれていて、大変わか りやす くな っている という印象です。患者 さん

中心の看護 を展開 し実践 してい くためには、「臨床医学」の知識 が欠かせ ません。是非活用 してみ て く

ださい。

〈所蔵予定順〉

☆ 呼吸器疾患

☆ 消化器疾患

☆ 産科疾患

☆ 肝・胆・膵疾患

☆ 糖尿病と合併症

☆ 老人の医療

☆ 運動器疾患

☆ 泌尿 ・生殖器疾

患

☆ 歯科・口腔系疾

患

☆ 代謝・内分泌疾患

☆ 血液・造血器疾

患

☆ 免疫・アレルギ
ー疾患

☆ 微生物と感染症

☆ 眼科疾患

☆ 腫瘍の臨床

☆ 脳・神経系疾患

☆ 婦人科疾患

☆ 皮膚科疾患

☆ 精神疾患

☆ 新生児・小児科

疾患

☆ 耳鼻咽喉科疾患

また、AVコ ーナーにも新着 ビデオが入 りました。

『眠 る男』 監督:小 栗 康 平

モ ン トリオール世界映画祭、ベル リン国際映画祭、他各種受賞作品です。

これは医療 ・看護に関するものではあ りませんので、勉強 に疲れた時、一人でボー ヅと過 ご したい時

に見てみてはいかがで しょうか。森 があ り、川があ り、季節が静かに巡る とい う日常の営みが映 し出さ

れてい ます。深 く、美 しい映像表現が見 どころです。

電 子 ジ ャー ナル(OnlineJournal)に つ い て

1.は じめに

インターネ ッ トは1990年 代初 めに一般的に普及 し始めたと言われてい ます。

それか ら10年 たってイ ンターネヅ ト上では、かつて印刷 された もので しか見 られなかった雑誌 など

の冊子体 が、電子化 され公開され るようになっています。それ らが電子ジャーナルであ り、ネ ヅ トワー

ク(回 線)を 通 じて他のコ ンピュー一タにアクセス して閲覧できる雑誌 をOnlineJournalと 言 います。

内容は、Contenst(目 次)程 度 の公開のものか らAbstract(抄 録)付 きや全文閲覧可能 のもの まで



さまざまです。多 くの場合、Contens、Abstractま では無料で見ることがで き、最新号は冊子体で見る

よ りも早 く利用 することがで きます。海外の大手出版社のホームページでは自社刊行の電子ジャーナル

を著者名や巻号で検索でき、ち ょっとした文献データーベース化 されています。

図書館 のホー ムペー ジでも、2月 か ら"電 子 ジャーナル"の コーナーを作 り、無料で閲覧で きるサイ ト

を紹介 しています。現在、2つ のサイ トを載せてあ ります。次にそれ らの説明を しま しよう・

2.OxfordJournals-OxobrdUniversityPress(OUP)刊 行の電子ジャーナル

OUPで 刊行 されている全電子ジャーナルが閲覧で きるサイ トです。学内からのみアクセス可能です。

OUP刊 行の電子 ジャーナルには,生 命科学,医 学 といった自然科学分野の他,経 済学,法 学 などの人

文科学分野の雑誌も含 まれてお り,幅 広 く利 用するこ とがで きます。

まず、アルファペ ッ ト順に並んでいるリス トから雑誌を選 びます。

各雑誌の トヅプページに表示されてあるものは多少違いがあ りますが、だいたいは、キー ワー ドや著

者名で検索できるrSearchfbrArticles」 やバ ックナンバーを探す 「BrowsetheArchive」 、最新号 「View

CurrentIssue」 の リンクが貼 られています。

そこから読みたい論文 を選び、「Fulltext」 が表示 されていれば全文を読む ことができます。ただ し、

冊子体購読者 しか読めない ようになっている雑誌もあ りますので、読めない場合は各雑誌のNote(注

意書 き)を 確認 して ください。

このサイ トは国立情報学研究所の電子図書館事業の一貫 として “試験提供”の形で行われているため、

平成13年 度に限 り無料で閲覧がで きます。

3.OnlineJournals－ 北海道大学附属図書館提供 による国内外 リス トの一覧

北海道大学図書系職員の研究会 によって作成 された、電子 ジャーナルの網羅的な リス トです。全文情

報のアクセスを保証す るものではあ りませんが、どのような雑誌かを知 ることは出来 ます。中には目次

の閲覧も出来 るものもあ ります。

雑誌のタイ トル中の語な どを入力すると検索ができます。たとえば “Nursing” で検索すると61タ

イ トルが ヒッ トします。タイ トルの横の 「HOLD」 から国内の所蔵大学図書館 を知ることも出来ます。

4。 全 文の 表示形 式

「Fulltext」 か ら全 文 を表 示で きた場 合 に その表 示形 式 は2通 りあ ります 。

・HTML形 式 … 通常 の ホー ムペ ー ジの形 式 の こ とで す。注 や参 考文 献 な どへ の リンクが貼 られて い

ます。
・PDF形 式 …冊 子体 のペ ー ジの まま画縁 で表 示 され ます。AcrobatReaderと い う ソフ トが 必要 にな

ります。使 用 す るパ ソコ ンに入 って いない 場合 は、Adobe社 のホー ムペー ジか ら無料 でダ ウ ンロー

ドで きます(http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep.html)。

5。 電子ジャーナルの効果的な使い方

図書館のホームページではFreeMEDLINEの 紹介 をしていますが、そこではJournal名 による検

索は出来 ません。今回紹介 した電子 ジャーナルのサイ トはそれを補 うものと言えます。

また、 目次が見 られ るためその雑誌を所蔵 していな くて も 「どんな論文が載っているか」を確認する

ことができ、 目次 コピーが不要 にな ります。

キー ワー ドや著者名か ら検索で きる雑誌 もあ りますので一つの文献検索データーベース どしての利

用 もで きます。

6.利 用の制限

今回紹介 したサイ トに限 らず、また電子ジャーナルのみに限ったことではあ りませんが、論文の全文

をハー ドデ ィスクにダウンロー ドした り印刷 した りすることは、個人の学習 ・研究の目的で使 う場合で

あ り、非商業的用途 に限 った利用でなければな りません。また、雑誌1冊 分 まるごとのダウンロー ドや

印刷 も禁止されています。

編集後記

21世 紀最初 の図書館だよ りをお届け します。こうい うと格好がいいですが、果た して内容も格好のい

いものになってい るで しょうか?御 意見 ・御感想は下記ア ドレスまで。

今年の冬は1月 か ら大雪で悩 まされ、3月 になってもいつ までも積 もっていてすっきりしませんで し

たが このごろになってようや く春 らしくなってきたようです。これを書いてい る間 に東京では桜が咲 き

ま した。いよい よ春本番。新 しい年度のスター トはすっきりと始めたいものです。(Y)

tosyo@:niigata-cn.ac.jp


